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※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。※「ワットサム」とはアイヌ語でワット（にれの木）・サム（傍）という意味で、わっさむの由来です。

Ｐ２　新年度予算Ｐ２　新年度予算

Ｐ10　こんなことが決まりました　　Ｐ10　こんなことが決まりました　　

Ｐ12　一般質問 ４議員が登壇Ｐ12　一般質問 ４議員が登壇

Ｐ16　町民インタビュー聞かせて 猟友会Ｐ16　町民インタビュー聞かせて 猟友会

ＰＰ
1616  

今
回
の
表
紙

今
回
の
表
紙

「
有
害
鳥
獣
と
の
闘
い
」

「
有
害
鳥
獣
と
の
闘
い
」



第123号

2026年５月発行
2

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
中
原
町
長
は
、町
政
執
行
方
針
の
中
で
「
未

来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

地
方
創
生
を
推
進
し
元
気
に
輝
き
続
け
る
町

政
運
営
を
目
指
す
と
し
て
、「
子
育
て
と
教

育
に
や
さ
し
い
ま
ち
」「
家
計
支
援
と
商
工

業
の
振
興
」な
ど
６
つ
の
政
策
課
題
を
あ
げ
、

主
要
政
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
町
長
選
挙
が
１
月
に
行
わ
れ
た
た
め
骨※

格

予
算
と
な
り
、
予
算
総
額
は
前
年
と
比
べ
て

減
少
し
ま
し
た
。

　
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
や
注
目
事
業
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
は
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
窪
田
委
員
長
・

遠
山
副
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
13
日
と
16
日
の
２
日
間
、

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。（
関
連
３
～
９
ペ
ー
ジ
）

８
年
度
予
算
の
詳
細
は

広
報
わ
っ
さ
む
４
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い

※骨格予算…予算編成時期に首長選挙が行われる際、必要最小限度の経費を計上する予算。

令和８年度予算総額 令和８年度予算総額 6666億億1,86５1,86５万円万円
前年度比　３億4,979万円減（▲5.0％）

福祉施設整備事業� 1億7,000万円
にれの大樹祝金(拡充)� 279万円
おでかけハイヤー (拡充)� 364万円
有害鳥獣被害対策(拡充)� 2,110万円
和寒ふるさとギフト� 2,256万円

学校給食費無償化(拡充)� 1,236万円
小中学校入学祝金(新規)� 62万円
部活動地域展開等推進(新規)� 62万円
こども家庭センター (新規)� 1,896万円
妊産婦ケア(拡充)� 86万円
新生児聴覚検査(拡充)� 22万円
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討　
　

論

賛
成

池
澤
議
員

　
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
は
総
事
業

費
30
億
円
を
超
え
る
大
き
な
事
業

で
、
町
民
の
関
心
も
非
常
に
高
く
不

安
も
大
き
い
。

　
事
業
計
画
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

や
進
捗
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

透
明
性
を
持
っ
て
説
明
し
て
い
か
な

け
れ
ば
町
民
は
納
得
で
き
な
い
。

　
事
業
者
の
ゆ
う
ゆ
う
、
行
政
、
議

会
、
そ
し
て
町
民
が
共
通
の
認
識
を

も
っ
た
中
で
進
む
こ
と
を
望
む
。

反
対

窪
田
議
員

　
予
算
計
上
に
至
る
ま
で
報
告
が
な

い
こ
と
に
対
し
議
会
軽
視
だ
と
い
う

声
も
理
解
で
き
る
が
、
中
原
町
長
に

な
っ
て
か
ら
今
ま
で
に
は
な
い
透
明

性
を
感
じ
取
れ
る
。

　
中
原
町
長
は
町
民
へ
の
説
明
を
し

っ
か
り
と
担
保
で
き
る
と
確
信
し
、

附
帯
決
議
で
は
な
く
常
任
委
員
会
と

し
て
の
必
要
事
項
と
考
え
る
。

　
　
反
対
２
　
窪
田
・
村
岡

　
　
賛
成
６
　
石
田
・
酒
向
・
池
澤

　
　
　
　
　
　
遠
山
・
長
澤
・
斉
藤

附
帯
決
議
に
対
す
る

�

町
か
ら
の
回
答

１
　
工
期
延
長
の
理
由
に
つ
い
て

　
昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
る
諸
般
の

事
情
か
ら
、
当
初
工
期
で
の
完
成
は

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、

杭
の
制
作
に
想
定
以
上
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

２
　
工
事
の
分
離
入
札
に
つ
い
て

　
道
補
助
金
の
対
象
事
業
期
間
が
２

か
年
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
分
離
発

注
に
よ
り
経
費
の
増
加
は
見
込
ま
れ

る
が
、
約
２
億
円
の
財
源
確
保
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
。
工
事
完
了
後
に

瑕か

疵し

が
発
生
し
た
場
合
、
社
会
福
祉

法
人
ゆ
う
ゆ
う
が
締
結
す
る
建
築
工

事
請
負
契
約
約
款
の
条
項
に
基
づ
き

対
応
す
る
。

３
　
町
民
理
解
に
つ
い
て

　
議
会
へ
適
宜
情
報
提
供
を
通
じ
て

説
明
責
任
を
全
う
し
て
い
く
。ま
た
、

入
札
の
公
平
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
業
の
進
捗
を

可
視
化
し
、
透
明
性
の
高
い
事
業
執

行
に
努
め
る
。

附帯決議（要旨）

１. �予算委員会の質疑で工期の延長に杭工事も影響があったことも示され、議会

に対し改めて全体工期の延長理由を求める。

２. �当初の一括入札から杭工事と建設工事の分離入札へと変更されることも示さ

れ、これにより現場経費などの工事コストの増加、建設の統括施行管理の不

備、建設後に瑕
か

疵
し

が発生した場合の責任所在についての説明を求める。

３. �社会情勢の悪化などの影響から事業費の増大や工期の遅れなど町民の不安感

は高まっており、今後、事業費はもとより入札や工事などに関して議会に適

宜書面による説明を行い、事業の透明性確保と町民理解が得られるよう努め

ることを求める。

※附帯決議…対象の案件（予算案等も含む）について、議会が執行上の意見や要望を表明するもの。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
後
、
遠

山
議
員
が
附
帯
決
議
案
の
動

議
を
提
出
し
、
賛
成
多
数
で

議
事
日
程
に
追
加
し
審
議
し

ま
し
た
。

福祉施設建設の福祉施設建設の
透明性確保を求める透明性確保を求める

附帯決議

可決
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当
初
の
計
画
を
変
更
し
て
杭
工

事
の
み
実
施
す
る
理
由
は
。

　
　
道
の
補
助
金
を
受
け
る
に
は

「
工
期
２
年
」
の
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
変
更
前
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
工
期
３
年
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
杭
工
事
を
先
行
す
る
。

　
杭
打
ち
付
け
は
８
～
９
か
月
ほ
ど

掛
か
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
本
体
工

事
に
入
る
計
画
。

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
は
。

　
　
２
か
所
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
流

動
化
・
液
状
化
の
恐
れ
の
あ
る
土
壌

も
確
認
さ
れ
た
。

　
支
持
層
到
達
ま
で
の
長
さ
約
16
メ

ー
ト
ル
、
最
大
１
８
６
本
の
鋼
管
杭

が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　
杭
工
事
と
本
体
工
事
を
分
け
る

と
入
札
が
２
回
必
要
で
、
入
札
不
調

の
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
当
初
計
画
か

ら
工
程
に
不
備
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
入
札
に
関
し
て
は
不
調
に
な
ら

な
い
よ
う
進
め
る
。

　
杭
工
事
は
業
者
か
ら
10
月
時
点
で

「
５
か
月
」
と
聞
い
た
が
、
12
月
時

点
で
「
杭
製
作
に
時
間
を
要
す
た
め

８
か
月
に
延
長
」
と
聞
い
た
。

　
行
政
側
と
し
て
も
、
苦
渋
の
選
択

の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
し
た
こ

と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
杭
工
事
が
延
長
し
た
こ
と
も
工

期
延
長
の
理
由
に
含
ま
れ
る
の
か
。

　
　
杭
工
事
期
間
の
延
長
も
要
因
の

一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助

�

（
１
億
７
千
万
円
）

　
道
内
の
建
設
工
事
に
お
い
て
、
入

札
不
調
や
工
期
延
長
が
発
生
し
て
い

る
状
況
を
考
慮
し
、
十
分
な
工
期
を

確
保
す
る
た
め
、
建
設
工
事
の
完
成

時
期
は
令
和
９
年
度
末
か
ら
10
年
度

中
に
変
更
し
ま
す
。

　
実
施
設
計
の
完
了
予
定
は
令
和
８

年
５
月
末
で
、
令
和
８
年
度
に
は
杭

工
事
な
ど
の
基
盤
整
備
の
一
部
を
行

い
ま
す
。

　
物
価
高
の
影
響
で
建
設
費
の
上
昇

が
想
定
さ
れ
、
基
本
計
画
（
令
和
５

年
10
月
）
時
点
で
総
事
業
費
は
30
億

６
千
万
円
の
見
込
み
で
し
た
が
、
令

和
８
年
１
月
概
算
40
億
５
千
万
円
で

現
在
調
整
中
で
す
。

　
新
た
な
福
祉
施
設
は
社
会
福
祉
法

人
ゆ
う
ゆ
う
が
整
備
し
、
運
営
し
ま

す
。

　
建
設
費
は
ゆ
う
ゆ
う
が
道
か
ら
の

補
助
金
を
活
用
す
る
ほ
か
町
が
助
成

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
は
過
疎
債
や

基
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

▲新たに示された福祉施設の建設スケジュール

工事期間を１年延長工事期間を１年延長

柔らかい地盤 

液状化層 

支持層
（固い地盤） 

柔らかい地盤 

鋼管杭

▲ボーリング調査の概要
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実※

質
公
債
費
比
率（
３
か
年
平
均
）

は
、
令
和
11
年
度
以
降
に
上
昇
す
る

見
込
み
で
す
が
、
令
和
15
年
度
の
ピ

ー
ク
時
に
は
９
．８
％
に
達
し
ま
す
。

　
こ
の
数
値
は
令
和
６
年
度
決
算
に

お
け
る
道
内
平
均
９
％
を
上
回
り
ま

す
が
、
健
全
な
範
囲
内
で
推
移
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
見

通
し
か
ら
判
断
す
る
と
、
整
備
事
業

に
よ
る
財
政
負
担
は
他
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
は
災
害

等
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
お
く
べ

き
と
思
う
が
、
取
り
崩
す
理
由
は
。

　
　
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
に
は

「
普
通
納
付
金
」
と
「
超
過
納
付
金
」

が
あ
り
、
今
回
想
定
で
示
し
た
「
超

過
納
付
金
」
は
制
約
な
く
ど
の
事
業

に
も
使
え
る
基
金
外
の
財
源
。

　
基
金
を
な
る
べ
く
残
す
た
め
、
基

金
よ
り
先
に
備
考
資
金
組
合
積
立
金

を
財
源
と
し
て
充
て
る
考
え
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
は
骨
格
予
算

の
た
め
６
月
補
正
が
多
く
予
想
さ

れ
、
財
源
も
心
配
さ
れ
る
が
町
長
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
の
経
験
を
最
大
限
に
生

か
し
、
国
の
様
々
な
支
援
事
業
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
歳
入
歳
出
含
め

各
事
業
を
見
直
し
、
町
民
の
皆
様
が

納
得
で
き
る
体
制
を
考
え
て
い
く
。

※
実
質
公
債
費
比
率
…
町
の
収
入
の
う

ち
、
ど
れ
く
ら
い
借
金
返
済
に
使
っ
て
い

る
か
の
割
合
。

ＱＡＱＡ

総事業費４０.５億円総事業費４０.５億円新たな福祉
施設

財源の想定（令和８年１月現在） 

基金等 

約 8.4 億円 ＋ ＝ 町の実質負担額

約１７億円

１２年間で返済 

今後の町負担額 

約 8.6 億円

事業実施時の 

財源内訳 
補助金 

約 3.5 億円 

過疎債（※8 割を充当した場合）

約 28.6 億円 

基金等 

約 8.4 億円 

今後の町負担額 

約 8.6 億円

国からの支援（交付税措置：7 割） 

約 20 億円地方債返済時の財源内訳 

総事業費 約 40.5 億円 

町支援額 約 37 億円 

実質公債費比率のシミュレーション

6.2 6.4
7.5

8.7
9.5 9.6 9.8 9.8 9.5

8.9

5.8

6.2
5.7 5.7 6.0 6.2 6.3 6.5 6.5 6.2 6.3 5.8

R7 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R19 R22 R25

整備事業実施 整備事業除いた場合
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部
活
動
地
域
展
開
等
推
進

�

（
６２
万
円
）

　
国
が
推
進
し
て
い
る
中
学
校
部
活

動
地
域
展
開
の
取
り
組
み
で
、
令
和

８
年
度
か
ら
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、

休
日
に
指
導
者
が
確
保
で
き
る
部
活

動
か
ら
順
次
、
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク

登
録
人
材
を
活
用
し
、
指
導
及
び
大

会
引
率
を
行
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
登
録
は
現
在

11
名
で
「
部
活
動
指
導
員
」「
外
部

指
導
者
」に
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
サ※

ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
の
登
録
は

町
職
員
も
可
能
か
。
兼
業
副
業
の
制

度
は
整
備
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
職
員
も
登
録
は
可
能
で
、
報

酬
も
支
払
う
。
兼
業
副
業
は
現
在
整

備
し
て
い
る
。

　
　
保
護
者
の
金
銭
的
負
担
は
。

　
　
金
銭
的
負
担
は
掛
か
る
と
想
定

さ
れ
る
。
近
隣
自
治
体
の
情
報
を
集

め
体
制
を
整
え
て
い
く
。

ＱＡＱＡ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

�

（
１
８
９
６
万
円
）

　
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
全
て

の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も

に
対
し
、
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
の

機
能
が
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う

機
関
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
「
和
寒
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
保
健
福
祉
課
に
設
置
し
ま

す
。

　
　
対
面
で
は
相
談
が
難
し
い
場
合

も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
も
保
護
者
も

相
談
し
や
す
い
環
境
作
り
と
し
て
、

他
自
治
体
で
も
行
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
が
相
談
す
る
手
段
と
し

て
望
ま
し
い
面
も
あ
る
の
で
、
先
進

地
事
例
を
勉
強
し
検
討
す
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

宿
泊
型
追
加�

（
３０
万
円
）

　
従
来
の
訪
問
型
・
日
帰
り
型
に「
宿

泊
型
」
を
追
加
し
ま
す
。

　
　
利
用
回
数
の
制
限
は
。

　
　
制
度
利
用
が
１
人
７
回
ま
で

で
、
宿
泊
型
を
利
用
し
た
場
合
１
泊

２
日
で
２
回
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

ＱＡＱＡ

地
域
で
育
む
新
し
い
部
活
動

地
域
で
育
む
新
し
い
部
活
動

子
ど
も
と
家
庭
に
安
心
の
仕
組
み

子
ど
も
と
家
庭
に
安
心
の
仕
組
み

※サポーターバンク…�部活動や地域クラブ活動の指導者
を登録、紹介する制度

Ｒ７ 和寒中学校　部活動入部状況

開 設 部 開 設 部 外

音楽 ２ 陸上 ６

クロカン(兼1) 10 バレー ０

バスケット 10 ソフトテニス ３

野球(兼1) ７ 柔道 ４

卓球 22 アルペン ３

部活動指導員と外部指導者の報酬額

任用の種類 報酬額

部活動指導員 1,600円／時 

外部指導者 1,200円／時

※�部活動指導員…顧問教諭が不在で
も、練習の指導や大会等の引率が
できる

※�外部指導者…顧問教諭と一緒であ
れば、練習の指導や大会などの引
率ができる

子育て世帯 

妊産婦 子ども 

こども家庭センター 

サポート 

相 談 

学校 
・教育委員会 

保育所・ 
こども館 

療育機関・ 
養護学校など 

新たな居場所 
（きらっと・ゆうゆう） 

病院 

連携・情報共有 相談内容により各機関と連携し支援します 
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お
で
か
け
ハ
イ
ヤ
ー　

�
（
３
６
４
万
円
）

　
利
便
性
と
利
用
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
交
付
・
利
用
方
法
等
の
制
度

内
容
を
見
直
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
１
枚
に
つ
き
５
０
０

円
（
上
限
42
枚
）
で
、
お
つ
り
の
出

な
い
範
囲
で
複
数
枚
利
用
が
可
能
で

す
。

　
　
遠
方
の
方
も
利
用
し
や
す
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
数
回
の
往
復

で
上
限
ま
で
使
い
切
る
方
も
い
る
。

利
用
状
況
の
分
析
を
し
っ
か
り
し
て

ほ
し
い
。

　
　
今
回
は
、
遠
方
の
方
も
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
制
度
変
更
し
た
が
、

変
更
し
て
か
ら
利
用
者
の
意
見
等
伺

い
な
が
ら
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

高
校
通
学
費
支
援

�
（
６
６
７
万
円
）

　
　
子
育
て
世
代
は
事
業
継
続
を
望

ん
で
い
る
が
、
通
学
費
補
助
を
今
後

ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
事
業
継
続
し
て
い
く
考
え
。

　
ま
だ
具
体
的
内
容
を
説
明
で
き
な

い
が
、
制
度
内
容
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

�

（
２
１
１
０
万
円
）

　
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
奨
励
補
助
頭
数
を

３
０
０
頭
に
拡
大
す
る
な
ど
農
作
物

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
新
た
に
緊
急
銃
猟
を

実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
残
雪
期
の
４
月
か
ら
５
月

末
ま
で
春
期
管
理
捕
獲
を
実
施
し
、

ヒ
グ
マ
の
出
没
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
　
ヒ
グ
マ
の
目
撃
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

で
写
真
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
送
信
す
れ

ば
迅
速
に
対
応
で
き
る
の
で
は
。

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー

ム
が
使
用
可
能
か
研
究
す
る
。

　
　
春
期
管
理
捕
獲
の
実
施
場
所
が

「
東
丘
、
東
和
、
塩
狩
、
朝
日
、
南
丘
」

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
道
が
定
め
る
「
集
落
か
ら
半
径

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」の
場
所
で
設
定
。

可
燃
ご
み
収
集　

�

（
１
８
２
０
万
円
）▲東和の生ゴミ処理場

　
　
生
ご
み
の
収
集
方
法
を
変
更
す

る
理
由
は
。

　
　
生
ご
み
処
理
場
の
施
設
老
朽
化

と
従
業
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
令
和
９
年
３
月
で
受
入
れ
を
終

了
し
、
可
燃
ご
み
と
し
て
愛
別
町
の

施
設
で
焼
却
処
理
す
る
。

　
戸
別
収
集
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

移
動
を
支
え
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

移
動
を
支
え
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

安
全
と
環
境
を
守
る
地
域
対
策

安
全
と
環
境
を
守
る
地
域
対
策

▲制度が拡充されたおでかけハイヤー
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自
治
会
推
進
交
付
金

�
（
８
５
０
万
円
）

　
　
交
付
金
の
段
階
的
削
減
を
し
て

い
る
が
、
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
状

況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
は
。

　
　
５
年
間
で
段
階
的
に
交
付
金
を

削
減
す
る
の
は
決
定
事
項
の
た
め
途

中
で
変
更
は
難
し
い
が
、
物
価
上
昇

率
な
ど
勘
案
し
、
各
自
治
会
の
状
況

も
確
認
し
な
が
ら
今
後
対
応
す
る
。

地
場
産
業
開
発
事
業

�

（
１
６
０
万
円
）

　
　
商
品
開
発
を
さ
れ
る
方
に
対
す

る
助
成
限
度
額
引
上
げ
の
考
え
は
。

　
　
物
価
高
の
影
響
は
理
解
し
て
い

る
が
、
限
ら
れ
た
利
用
状
況
の
た
め

検
証
が
必
要
。
商
工
会
と
協
力
し
周

知
徹
底
を
図
る
。

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
運
営

�

（
２
２
３
７
万
円
）

　
　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
す
る

ホ
ッ
プ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

は
、
販
売
に
苦
戦
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
今
後
の
考
え
は
。

　
　
製
造
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
ホ

ッ
プ
の
収
穫
が
手
作
業
で
あ
る
こ
と

や
ビ
ー
ル
を
作
る
の
に
少
量
で
済
む

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

▲本町で販売しているクラフトビール

ＱＡＱＡ

ＱＡ

持
続
可
能
な
地
域
作
り
へ
の
選
択

持
続
可
能
な
地
域
作
り
へ
の
選
択

３
月
16
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計  

討　

論

反
対

石
田
議
員

　
ふ
く
し
構
想
に
関
し
て
異
論
は
な

い
が
、
財
政
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
た
め
反
対
。

賛
成

酒
向
議
員

　
実
施
設
計
前
の
予
算
を
通
す
こ
と

に
理
解
で
き
な
い
が
、
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
も
ら
う
と
信
じ
て
賛
成
。

賛
成

池
澤
議
員

　
町
民
に
納
得
の
い
く
説
明
が
で
き

る
よ
う
透
明
性
を
持
っ
て
進
め
る
こ

と
を
求
め
た
上
で
賛
成
。

賛
成

村
岡
議
員

　
町
民
生
活
を
支
え
る
大
事
な
予

算
。
新
た
な
福
祉
施
設
を
待
つ
方
々

に
早
く
届
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
反
対
２
　
石
田
・
長
澤

　
賛
成
６
　
小
野
田
・
酒
向
・
村
岡

　
　
　
　
　
池
澤
・
遠
山
・
斉
藤

３
月
17
日
定
例
会

一
般
会
計  

討　

論

反
対

石
田
議
員

　
町
民
の
た
め
の
施
設
な
の
か
、
い

ま
だ
に
掴
め
な
く
不
安
要
素
が
多
い

た
め
反
対
。

賛
成

長
澤
議
員

　
手
順
上
の
懸
念
が
残
る
が
、
町
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
と
情
報
共
有
の
継

続
を
強
く
求
め
賛
成
。

　
反
対
１
　
石
田

　
賛
成
７

　
酒
向
・
窪
田
・
村
岡

　
　
　
　
　
池
澤
・
遠
山
・
長
澤

　
　
　
　
　
斉
藤

令
和
８
年
度
予
算
審
査
報
告

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
予
算
は
、
３
月
17
日
の
本
会
議

で
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
ご
と

に
採
択
し
、
一
般
会
計
は
賛
成
７
反

対
１
、
３
特
別
会
計
、
２
事
業
会
計

は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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新年度予算の注目点や課題

新年度予算の注目点や課題は？新年度予算の注目点や課題は？
全議員９名で考える

最小の費用で最大の効果をあげることができるか。
今後、事業が適正に行われているか注視していきます。

児童生徒学校給食支援事
業で無償化される

子育て支援を充実し、家庭の

負担を軽減して生活体験学習

などで学力向上を図っては。

酒
向
　
勤 

議
員

令和8年から民設民営で
新たな福祉施設が建設

昨年度決算で公債費率は道内

145番だが、令和12年以降は

50番以内まで悪化が想定。

石
田
　
利
美 

議
員

健全財政の推進で
安定した町民サービス

物価高や社会保障費、人件費、

インフラ整備等で歳出が増加。

更なる事務事業の見直しを。

小
野
田 

久
美
子 

議
員

有害鳥獣対策、クマ対策
猟友会との連携強化を

年々増加する農作物被害や、

クマの目撃情報。地元猟友会

との連携で徹底した対策を。

池
澤
　
哲
也 

議
員

ふるさと納税の
戦略的取り組みは

返礼品拡充や物価高を考慮し

た開発費等の要件緩和の必要

性と、事業周知徹底も視野に。

村
岡
　
敏
一 

議
員

「夢が育つまちへ」の
まちづくりの第一歩

ふくまち事業は「未来へとつ

なぐまちづくり」の第一歩。

町民に、より一層な丁寧説明を。

窪
田
　
裕
二 

議
員

産後ケア事業の
今後に期待

今年度から宿泊型の産後ケア

が増えるが、更に手厚い妊産

婦ケアの拡充を。

斉
藤
　
祐
揮 

議
員

住民と行政
顔の見えるつながりを

新年度の各事業が持続可能な

財源に裏付けられ、町民生活

に継続して届くかを注視。

長
澤
　
裕
子 

議
員

広がる支援から
次の一歩へ

おでかけハイヤー支援の充実

を土台に、より使いやすい地

域公共交通の仕組みに期待。

遠
山
　
優
太 

議
員
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3月
定例会

　
第
１
回
定
例
会
を
３
月
４
日
～
３
月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
政
執
行
方
針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、
４
名
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
の
後
に
条
例
改
正
や
補
正
予
算
等
の
審
議

が
行
わ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

学校給食費無償化学校給食費無償化
子育て支援から始まる新町政

小
中
学
校
入
学
祝
金

�

（
６２
万
円
）

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
入
学
を
祝
福
し
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
目
的
に
、
小
中
学
校
等

に
入
学
す
る
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２

万
円
を
贈
呈
す
る
新
た
な
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

に
れ
の
大
樹
祝
金

�

（
２
７
９
万
円
）

　
喜
寿
（
77
歳
）
と
米
寿
（
88
歳
）

の
祝
金
等
の
額
を
増
額
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化

�

（
１
２
３
６
万
円
）

　
国
が
行
う
「
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
」
制
度
を
拡
充
し
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
の
給
食
費
を
全
額
支
援

す
る
こ
と
で
、
物
価
高
騰
が
続
き
家

計
負
担
が
増
え
て
い
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
小
学
校
児
童
分
は
国
と
道
の
支
援

額
を
上
回
る
部
分
、
中
学
校
生
徒
分

は
給
食
費
全
額
を
支
援
し
ま
す
。

▲給食の準備をする様子

▲４月８日に行われた和寒小学校入学式　新入生は11名

　　　　　祝金変更内容　　　（波線箇所）

●喜寿（77歳）祝金　商品券１万円分

⇒現金１万円＋商品券１万円分の計２万円

●米寿（88歳）祝金　現金２万円

⇒現金２万円＋商品券１万円分の計３万円

※�百寿（100歳）祝金は現金５万円から変

更ありません。
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エ
コ
コ
テ
ー
ジ
利
用
料
金
改
正

�
　

賛
成
６
名　

反
対
２
名

　
物
価
高
の
影
響
で
、
寝
具
借
り
上

げ
料
や
燃
料
費
等
の
管
理
経
費
上
昇

か
ら
一
般
料
金
を
増
額
し
ま
す
。

令和８年10月1日から料金改正
時間使用

（４時間以内）
宿泊料金

（１泊あたり）

町内 5,100円 12,000円

一般 6,400円
※改正前5,100円

15,000円
※改正前12,000円

※�「町内」とは、利用者・宿泊者全員が町内に

住所を有する個人のことをいいます

　
　「
利
用
者
全
員
が
町
内
に
住
所

を
有
す
る
」は
ど
う
確
認
す
る
の
か
。

　
　
受
付
で
宿
泊
者
台
帳
に
署
名
す

る
際
に
書
面
で
確
認
す
る
。

　
虚
偽
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
今

後
検
討
す
る
。

ＱＡ

討
　
論

反
対

遠
山
議
員

　
町
外
の
方
に
も
広
く
利
用
し
て
ほ

し
い
の
に
、
町
外
の
方
の
料
金
を
高

く
設
定
す
る
の
は
目
的
か
ら
外
れ
る
。

反
対

池
澤
議
員

　
町
民
に
は
物
価
高
対
策
等
の
他
制

度
で
優
遇
し
て
い
る
の
で
、
町
外
か
ら

の
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
重
要
で
は
。

賛
成

窪
田
議
員

　
改
正
後
の
施
行
ま
で
協
議
の
余
地

は
あ
り
、
物
価
高
と
町
民
還
元
の
思

い
は
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
。

賛
成

村
岡
議
員

　
全
員
が
町
民
で
は
な
く
、
１
人
で

も
町
外
の
方
が
い
た
ら
一
般
料
金
に

す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

賛
成

酒
向
議
員

　
業
者
が
長
期
滞
在
し
て
町
民
が
利

用
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
、
改
善
を

図
る
上
で
も
差
は
付
け
る
べ
き
。

わ
っ
さ
む
く
ら
し
応
援
給
付
金

�

（
５
５
５
３
万
円
）

　
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
、
日
常
生

活
に
お
け
る
家
計
費
の
増
大
で
苦
慮

さ
れ
て
い
る
町
民
へ
の
生
活
支
援

と
、
低
迷
す
る
町
内
経
済
循
環
の
促

進
を
図
る
た
め
、
全
町
民
を
対
象
に

１
人
２
万
円
を
現
金
給
付
し
ま
す
。

　
４
月
下
旬
か
ら
各
戸
に
申
請
書
が

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
応
援
券

�

（
２
６
６
７
万
円
）

　
物
価
高
な
ど
で
落
ち
込
ん
だ
町
内

経
済
の
早
期
回
復
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
町
民
等
み
ん
な
で
取
り
組
み

元
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
プ
レ
ミ
ア

ム
応
援
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
率
30
％
の
６
５
０
０
円

で
、
販
売
は
８
月
31
日
か
ら
を
予
定

し
、
町
か
ら
世
帯
主
へ
引
換
券
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

町
立
診
療
所　

医
師
１
名
へ

�

診
療
科
目
見
直
し

　
平
成
８
年
か
ら
30
年
間
、
町
立
和

寒
病
院
、
和
寒
町
立
診
療
所
の
院
長

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
山
下
晃

史
院
長
の
退
職
に
伴
い
、
４
月
か
ら

安
孫
子
所
長
の
医
師
１
名
体
制
と
な

り
ま
す
。

　
診
療
科
目
は
、
麻
酔
科
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
廃
止
し
、内
科
・

小
児
科
・
外
科
の
三
科
に
改
め
、
土

曜
日
、
水
曜
日
午
後
を
休
診
に
す
る

な
ど
診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す
。

　
毎
月
の
診
療
予
定
は
診
療
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

意　

見　

書

生
産
現
場
に
寄
り
添
っ
た
農
業

政
策
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者

　
村
岡

　
敏
一

　
意
見
書
は
可
決
し
、
関
係
行
政
省

庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町
長
の
公
約
が
、
具
体
的
な
施
策

に
展
開
し
て
い
く
上
で
、
諸
施
策
の

時
期
や
財
源
の
見
通
し
、
成
果
指
標

な
ど
政
策
実
行
の
道
筋
を
町
民
に
示

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
６
つ
の
政
策
課
題
を
掲
げ

こ
れ
ら
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の

組
織
体
制
整
備
方
針
と
、
政
策
遂
行

に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
。

中
原
町
長

　

第
６
次
総
合
計
画
等
と
整
合
性
を

図
り
、
政
策
事
業
の
検
討
と
実
行
を

丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

一
部
を
除
き
６
月
定
例
会
以
降
に

具
体
化
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
、
予

算
化
し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

○
再
質
問

　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
、
一
時
的

な
家
計
支
援
な
の
か
、
ま
た
は
将
来

の
子
育
て
政
策
の
柱
と
し
て
恒
久
的

な
制
度
化
を
見
据
え
て
い
る
の
か
。

中
原
町
長

　

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
育

て
支
援
充
実
を
図
り
、
国
の
動
向
等

を
含
め
て
恒
久
化
を
目
指
し
た
い
。

○
再
質
問

　
所
施
策
等
を
進
め
る
う
え
で
商
工

業
と
の
連
携
な
ど
、
町
内
の
経
済
循

環
へ
の
意
識
は
。

中
原
町
長

　

戦
略
的
な
支
援
等
を
検
討
す
る
。

遠と
お

山や
ま　

優ゆ
う

太た �

議
員

問 �

新
町
政
の
基
本
方
針

と
政
策
の
考
え
は

答 �

施
策
を
具
体
化
さ
せ

公
約
実
現
に
努
め
る

議員写真のQRコードから一般質問の動画視聴ができます

質　問　議　員
第６次総合計画

質　問　事　項
項　目 ページ

遠　山　優　太 議員 ― ― 新町政の基本方針と政策の進め方は

長　澤　裕　子 議員 高齢者福祉 56
ふくしのまちづくり基本構想推進における町民共

有とソフト面の充実は

斉　藤　祐　揮 議員 児童福祉 54 未来のために保育所やこども館の建て替えは

池　澤　哲　也 議員 農業 40 新町長が掲げる農業政策の実現と将来展望は

一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり執行機関（町長・教育長）に疑問点をただし、所信の表明を求めます。
まちづくりの指針でもある総合計画の、どの項目に対して質問をしているのか一覧表にしました。

町政を問う。一般 質 問

▲様々な方針について答弁する中原町長
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議員写真のQRコードから一般質問の動画視聴ができます

　
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
て

替
え
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
世
代
が
関

わ
る
地
域
共
生
の
拠
点
整
備
と
理
解

す
る
。
一
方
で
事
業
費
へ
の
関
心
が

集
ま
り
、
建
物
完
成
後
に
取
り
組
み

が
始
ま
る
よ
う
な
印
象
も
あ
る
。

　
整
備
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
町
民

や
行
政
の
意
識
と
体
制
を
今
か
ら
で

も
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
構
想
理
念
の
共
有
と
説
明
の
あ

り
方
、
整
備
期
間
中
の
ソ
フ
ト
面
の

取
り
組
み
、
庁
内
の
横
断
的
な
推
進

は
。中

原
町
長

　

全
町
民
へ
の
説
明
会
開
催
、
補
助

金
・
過
疎
債
・
基
金
を
含
め
た
数
字

の
提
示
、
自
治
会
へ
の
訪
問
説
明
を

順
次
進
め
る
。

　

ま
た
、
待
つ
の
で
は
な
く
出
向
い

て
支
援
を
届
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

の
取
り
組
み
を
念
頭
に
進
め
る
。

○
再
質
問

　
庁
内
の
横
断
的
な
連
携
を
育
て
て

い
く
と
と
も
に
、
本
町
な
ら
で
は
の

顔
が
見
え
る
支
え
合
う
ま
ち
を
つ
く

る
拠
点
と
し
て
の
視
点
を
大
切
に
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

中
原
町
長

　

各
課
が
横
断
的
に
課
題
を
出
し
合

い
、
多
様
な
分
野
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
で
構
想
の
実
現
に
向
け

て
進
め
る
。
福
祉
に
と
ど
ま
ら
ず
、

本
町
の
将
来
を
見
据
え
た
拠
点
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
保
育
所
は
築
47
年
が
経
過
し
、
増

築
や
耐
震
改
修
等
を
重
ね
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
乳
幼
児
の
入
所
者
数

に
余
裕
を
持
っ
た
施
設
の
建
て
替
え
は
。

中
原
町
長

　

現
在
は
希
望
者
全
員
が
入
所
で
き

て
い
て
、
定
員
よ
り
増
え
た
場
合
も

職
員
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
。
建

て
替
え
は
将
来
の
課
題
に
し
た
い
。

○
再
質
問

　
日
曜
保
育
実
施
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
参
事

　

以
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
60
％
は
「
必

要
な
い
」
と
回
答
さ
れ
、
必
要
性
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

○
再
質
問

　
旭
川
市
「
も
り
も
り
パ
ー
ク
」
な

ど
の
全
天
候
型
施
設
導
入
の
考
え
は
。

中
原
町
長

　

ふ
く
し
構
想
に
お
い
て
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
が
あ
る
た
め
、
財
政

状
況
も
考
慮
し
今
後
検
討
し
た
い
。

○
再
質
問

　
オ
ム
ツ
の
自
動
販
売
機
導
入
を
。

中
原
町
長

　

あ
ら
ゆ
る
点
を
想
定
し
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

斉さ
い

藤と
う　

祐ゆ
う

揮き �

議
員

問 �

保
育
所
建
て
替
え
と

充
実
し
た
設
備
を

答 �

必
要
性
を
確
認
し
今

後
検
討
す
る

長な
が

澤さ
わ　

裕ゆ
う

子こ�

議
員

問 �

ま
ち
づ
く
り
構
想
の

共
有
と
体
制
は

答 �

横
断
的
な
体
制
で
構

想
を
推
進

▲新施設整備予定地

▲旭川市こども向け屋内遊技場『もりもりパーク』
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一 般 質 問 、 広 報 モ ニ タ ー Q & A

　
新
町
長
が
公
約
で
示
さ
れ
た
農
地

の
大
区
画
化
な
ど
、
農
業
政
策
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

中
原
町
長

　

大
区
画
化
は
、
先
進
地
の
視
察
を

行
い
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
月
中
旬
に
は
農
業
委
員
会
、
土

地
改
良
区
、
Ｊ
Ａ
や
農
民
連
盟
な
ど

農
業
者
有
志
に
よ
る
和
寒
町
農
地
整

備
事
業
準
備
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

北
海
道
開
発
局
や
上
川
総
合
振
興

局
の
担
当
者
を
招
き
、
国
営
道
営
事

業
の
制
度
や
事
例
紹
介
な
ど
の
説
明

会
を
農
業
者
に
向
け
開
催
す
る
。

○
再
質
問

　
行
政
が
先
頭
に
立
ち
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

事
業
は
進
ま
な
い
の
で
は
。

中
原
町
長

　

上
川
・
空
知
地
区
の
中
で
、
和
寒

町
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。

　

国
が
示
し
た
土
地
改
良
長
期
計
画

案
は
、
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構
造

転
換
を
集
中
的
に
進
め
る
た
め
、
５
年

以
内
に
手
を
挙
げ
て
、
国
営
事
業
に

乗
れ
る
準
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
準
備
会
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
、
３
月
下
旬
に
は
農
水

省
に
出
向
き
、
地
域
と
し
て
の
要
望

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
。

　
　
　

町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
た
め

様
々
な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

に
れ
っ
こ
祝
金
…
出
産
さ
れ
た
方
に

お
祝
い
と
し
て
10
万
円
支
給
。

指
定
ご
み
袋
支
給
…
３
歳
未
満
児
が

い
る
世
帯
に
衛
生
ご
み
袋
支
給
。

医
療
費
…
高
校
生
ま
で
完
全
無
償

保
育
料
…
完
全
無
償

学
校
給
食
費
…
完
全
無
償

海
外
修
学
旅
行
…
中
学
２
年
生
の
台

湾
研
修
費
用
を
７
割
補
助

高
校
通
学
費
…
半
額
補
助

子
育
て
特
別
支
援
給
付
金
…
ひ
と
り

親
世
帯
等
へ
月
５
千
円
支
給
。

※�

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ａ

▲農地の大区画化イメージ

池い
け

澤ざ
わ　

哲て
つ

也や �

議
員

問 �

農
業
政
策
の
実
現
と

将
来
展
望
は

答 �

大
区
画
化
は
農
業
者

と
一
体
で
進
め
る

アンケート
回答内容

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
声

議
会
だ
よ
り
１
２
２
号

令
和
８
年
２
月
発
行

　

１
年
間
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
や
っ
て
み
て
、

町
の
こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
一
人
で

も
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

特
集
記
事
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
を
読
ん

で
、
住
宅
関
係
に
課
題
が
あ
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

設
備
が
古
く
て
も
「
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
可
」
や
「
ペ
ッ
ト
可
」
な

ど
選
べ
る
と
良
い
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

１
年
間
、
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
活
動
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
疑
問
に
答
え
ま
す
！

Ｑ和
寒
町
の
子
育
て
支
援

は
手
厚
い
っ
て
本
当
？
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持
続
可
能
な
地
域
運
営
へ

持
続
可
能
な
地
域
運
営
へ

自
治
会
連
合
会

　
２
月
26
日
、
自
治
会
連
合
会
（
各

自
治
会
長
）
と
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
令
和
10
年
に
向
け
段
階
的
に
減
額

さ
れ
る
自
治
会
交
付
金
を
主
軸
に
、

運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲地域の代表として課題に向き合う自治会長の皆様

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
交
付
金
が

減
る
一
方
で
事
務
依
頼
や
寄
付
の
代

理
徴
収
負
担
は
変
わ
ら
ず
、
人
財
・

資
金
面
で
の
負
担
が
増
え
て
い
る
」

と
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴
う
会
費
収

入
減
、
役
員
の
な
り
手
不
足
、
敬
老

会
等
の
負
担
額
増
、
会
館
の
老
朽
化

な
ど
地
域
ご
と
の
課
題
も
含
め
「
現

状
で
は
収
支
が
取
れ
ず
、
自
主
事
業

を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
強

い
危
機
感
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
意
見
を
町
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
良
い
誌
面
を
目
指
し
て

よ
り
良
い
誌
面
を
目
指
し
て

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

▲広報誌をもっと良くするためのアイディアが集まりました

　
３
月
18
日
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
動
と

し
て
、
モ
ニ
タ
ー
５
名
と
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
年
間
の
活

動
の
振
り
返
り
を
行
い
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
に
す
る
た
め
の
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
活
動
を
終
え
て
の
感
想
は
？

　
　
今
ま
で
あ
ま
り
読
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
議
会
の
こ
と
や
町
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
知
れ
て
面
白
か

っ
た
で
す
。

　
　
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
や
誌
面

の
内
容
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
簡
単
に
回
答
で
き
ま
し
た
。

　
誌
面
の
内
容
は
、
何
度
も
読
み
直

し
た
り
家
族
で
話
題
に
し
た
り
し
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
表
紙
や
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

今
後
の
提
案
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
子
育
て
世
代
と
し
て
は
子
ど
も

に
関
す
る
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
。

和
寒
町
を
陰
な
が
ら
支
え
る
人
な
ど

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡ

各自治体の戸数の変化
自治会名 令和２年 令和７年

恵みヶ丘 103 97
大通 207 207
西町 180 107
仲町 170 165
若草 217 185
かたくり 250 217
松岡・北原 63 59
東山 48 40
中和 86 81
三笠南 34 30
三和・菊野 65 54
西和福原 35 25

合計 1458 1267



　
北
海
道
猟
友
会
士
別
支
部
和
寒
部
会
　

（
会
長 

二ふ
た

口く
ち 

哲て
つ

也や

さ
ん
）
が
実
施
し
た
、

春
の
有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除
に
同
行
し
、
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

【
３
月
20
日
取
材
】

町民インタビュー町民インタビュー

聞聞かせてかせて

有害鳥獣との闘い有害鳥獣との闘い

議会傍聴のご案内議会傍聴のご案内

定例会の予定
６月16日・17日

みなさまのお越しをお待ちしています

３月定例会の傍聴者
16名

�

猟
友
会
の
発
足
と
現
在
の

会
員
数
は
？

　
発
足
は
昭
和
55
年
頃
で
、

会
員
数
は
ピ
ー
ク
時
に
は
15

人
い
ま
し
た
が
現
在
７
人
と

減
少
し
て
い
ま
す
。

猟
友
会
の
役
割
は
？

　
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
や
、
山
か
ら
下
り
て
く

る
ク
マ
な
ど
野
生
動
物
た
ち

の
危
機
か
ら
地
域
を
守
る
こ

と
で
す
。

年
間
の
捕
獲
頭
数
は
？

　
令
和
７
年
度
は
約
３
０
０

頭
の
エ
ゾ
シ
カ
を
駆
除
し
ま

し
た
。

　
例
年
２
５
０
～
３
０
０
頭

程
度
は
駆
除
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
苦
労
は
？

　
駆
除
活
動
は
、
日
の
出
か

ら
日
の
入
り
ま
で
と
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
日
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
勤
務

や
仕
事
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
活
動
は
出
勤
前
の
早
朝

３
時
半
頃
と
、
夕
方
５
時
頃

か
ら
と
な
り
時
間
と
の
闘
い

も
あ
っ
て
大
変
で
す
。

　
会
員
の
確
保
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
猟
友
会
に
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

�

（
役
場 

産
業
振
興
課
へ
）

一
斉
駆
除
の
成
果
は
？

　
今
回
は
福
原
地
区
で
エ
ゾ

シ
カ
７
頭
を
駆
除
し
ま
し
た
。

　
シ
カ
は
通
常
群
れ
で
行
動

し
て
い
て
、
多
い
と
き
に
は

10
頭
を
超
え
る
群
れ
に
遭
遇

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
エ
ゾ
シ
カ
は
年
に
１
頭
出

産
し
、
４
年
程
度
で
生
息
数

が
２
倍
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
も
駆
除
の

継
続
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
の
処
理

　
駆
除
し
た
鳥
獣
は
東
和
の

処
理
施
設
に
運
び
、
ハ
ン
タ

ー
が
１
頭
ず
つ
番
号
を
付
け

て
計
量
を
行
い
、
施
設
担
当

者
に
よ
り
焼
却
し
ま
す
。

取
材
を
通
し
て

　
今
回
活
動
に
密
着
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
有
害
鳥
獣
駆
除

の
苦
労
を
実
感
し
ま
し
た
。

本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
早
朝

や
休
日
返
上
で
駆
除
活
動
に

励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
苦
労
に
対
し
感
謝
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
活
動
に
必

要
な
予
算
確
保
や
会
員
増
加

に
つ
な
が
る
働
き
か
け
を
強

化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
で
は
、
世
界
で
唯
一
開
催
さ

れ
帯
広
の
地
域
産
業
で
も
あ
る
、

ば
ん
え
い
競
馬
は
速
さ
で
は
な
く

力
と
粘
り
、
そ
し
て
心
の
強
さ
が

試
さ
れ
る
競
技
で
す
。

　
重
い
ソ
リ
を
引
き
な
が
ら
何
度

も
立
ち
止
ま
り
、
そ
れ
で
も
再
び

一
歩
を
踏
み
出
し
坂
に
挑
む
馬
た

ち
。
そ
の
ひ
た
む
き
な
姿
は
、
ど

ん
な
困
難
に
も
諦
め
ず
向
き
合
う

尊
さ
を
静
か
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
。
人
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
馬
の
よ
う
に
、
私
た
ち

も
思
う
よ
う
に
進
め
な
い
時
こ
そ

歩
み
を
止
め
ず
一
歩
一
歩
を
大
切

に
前
へ
進
む
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に

い
た
い
も
の
で
す
。�

（
優
太
）
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